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 目的：回復期における身体障害患者対象の作業療法は、充実した新生活構築を援助す
るため、身体機能、日常生活機能に特化して行われているが、社会参加への移行段階
に困難があるとの指摘がある（太田、2011）。今回、当事者にとって充実した家庭・社
会参加を目指す回復期作業療法を開発するため、患者同士の主体的な交流と日常的な
空間の活動を組み込んだ集団作業療法（ペア参加型作業療法）について、患者と作業
療法士の経験を分析する。  
方法：あるリハビリテーション病院の作業療法室で、月一回行われる集団作業療法（ 10
～15 組の患者と作業療法士がゲーム、調理、クラフト、日常生活動作訓練、合唱など
多様な活動から選定された一種目に参加する一回 1.5 時間の作業療法アプローチ）に
参加した患者と作業療法士の経験を理解するために、集団作業療法の参加観察と個別
インタビューを実施した。インタビューデータから逐語録を作成し、ナラティブ分析
を用いて分析した。 
結果：事前に研究協力に同意が得られた患者と作業療法士を対象にした。今回の種目
はゲーム、調理、買い物、園芸だった。インタビューに応じた参加者は患者 18 名、セ
ラピスト 16 名だった。 
インタビューより理解された患者、セラピストの経験ついて、特徴的な所見を以下
に述べる。  
・セラピストは、患者の機能評価のためにこのプログラムを使っていた。個別訓練で
退院後の生活のために機能の改善を目指しているが、集団作業療法の各種目において
患者が獲得した機能を実際に発揮できるかを評価していた。個別訓練では機会がない、
他者とのコミュニケ―ション機能、状況に応じた行動も評価していた。  
・患者は、レジの支払い、エスカレーターの使用、買い物、風船バレーボールをルー
ルに従って打ち返すなど、具体的な活動遂行を通して、将来の生活の可能性を確認し、
自信を持ったり、課題を見つけたりしていた。さらに、似たような障害を持つ患者た
ちと活動に参加することによって、仲間意識や所属感、一体感を持ち、「自分もがんば
ろう」と意欲を感じた患者が多かった。入院生活の他者交流の機会と経験していた。 
考察：回復期作業療法では、患者は機能改善のために設定された課題をメニューに従っ
て担当セラピストと 1 対１で安全に繰り返す。今回のペア参加型作業療法は、たくさ
んの人々が参加し、ハプニングがありえる状況、つまり退院後の社会生活に近い状況
に患者は参加したことになる。患者は担当作業療法士とペアで参加するので、障害後
にそれまで経験したことがない活動に安心して挑戦する機会となった。患者は退院後
の社会生活に近い状況に挑戦し、気づき、自信を経験する機会になったと理解される。 
結論：作業療法士にとって、ペア参加型集団作業療法は、患者の機能評価として働い
ていた。患者にとっては、障害後の身体で、個別作業療法で経験する環境よりも退院
後の環境に近い状況に挑戦する機会となったと考えられた。  
2014 年 10 月に山口で開催予定の作業科学セミナーで発表を予定している。  
 
 
